
加佐登 地区は、市の西部に位置し、田畑が広がる恵まれた環境と、住宅地が共存する地域です。

地区内には、市内随一の大規模公園である鈴鹿フラワーパークがあり、人々の憩いの場となっています。ま

た、「加佐登神社」や「広瀬町のかんこ踊り」など、歴史ある史跡や、伝統的な文化も伝承されています。 

 加佐登地区まちづくり協議会は、「個人の尊重」を原点とし、「『人』が主役 個人が輝き 人が繋がって 活き

活きかさど」というモットーを掲げ運営に取り組んでおり、自治会の枠を超えた、専門部会の活動が活

発に行われています。 

どんな課題や思いがあるの？ 

フラワーパークフェスタ開催までの歩み   

令和６年度 地域づくりレポート『地域の未来を拓く地域づくり協議会！』 

「安全 ・安心 美しいまち」 「健康づくり 心身共に豊かに」といった基本目標のもと、多くの事業やイ

ベントを実施しています。特に、地区の大きなイベントとして「河川災害時を想定した三地区（加佐登・庄野・井

田川）合同の防災訓練」「敬老会」「フラワーフェスタ」の３つがあり、各地区・自治会の人々がそれぞれの強みを

活かすべく協働しています。そのほかにも、野菜作りや稲作体験学習、グランドゴルフ大会、カンナロード・フラ

ワーパークにおける地域の美化活動など、人や「まち」を育てる様々な取組を行っています。 

協議会の主な取組は・・・ ２ 

５ 

加佐登まちづくり協議会ホームページ→https://sites.google.com/view/kasado-machikyo 

（地区旗） 

 加佐登地区まちづくり協議会 １ 

「まち」 というものは「人」が主役であると考えます。地域に「人」という主役が

いなくなれば、たちまち活気が無くなり、やがては消滅してしまいます。加佐登の文化や

伝統、歴史を次の世代に繋げていくためには、より多くの人に住んでいただき、活気のあ

る地域をつくることが不可欠だと感じました。 

  「フラワーパークフェスタ」は、その課題を解決できる象徴的なイベントです。地元で採

れた新鮮な野菜を即売会で提供したり、加佐登の保育園の園児が可愛らしいダンスを披

露したり、まさに地域の力を集めて、地域の魅力が詰まったイベントです。力を合わせて大きなイベントを成

功させた経験は、地域の結束をより高めたと感じました。 

 今年もたくさんの方々が「フラワーパークフェスタ」に足を運んでいただきました。このイベントを通じて、少

しでも加佐登の魅力を伝えられたでしょうか。運営に関わった地元の皆さんも、来場者が楽しむ姿から元気

をもらえたと思います。その元気をエネルギーに変え、地域をさらに活気づけていただけることを願ってい

ます。次のフラワーパークフェスタは、地域の皆様の期待に応えられるよう、各領域との連携と様々なコラボ

レーションを図り、更なるバージョンアップを目指していきます。 

４ 

加佐登地区まちづくり協議会って？ １ 

鈴鹿 フラワーパークフェスタは、鈴鹿フラワーパークで毎年、加佐登地

区まちづくり協議会と鈴鹿市が共催で実施するイベントです。協議会では、多彩

な飲食店の出店、新鮮な野菜の即売会、バザーや射的などの催しを行います。 

 さらに、協議会の依頼により、オヤジバンドによる演奏や、可愛らしい保育園

児のダンスパフォーマンスも行われます。また、全日本レース参戦マシンの展示

では、マシンの迫力を間近で感じることができ、キッチンカーで様々な種類のグ

ルメを楽しめます。お子様に人気のフワフワドームも用意され、家族みんなで一日中楽しめる充実した 

内容となっています。毎年大勢の来場者で賑わい、地域の一大イベントとして定着しています。 

今回紹介する事業は・・・ ３ 

参加した人の声 6 

 季節的にも丁度よく 

好天にも恵まれて 

多くのお客さんで 

賑わっていました！ 

ー 『人』が主役  

    個人が輝き 

     人が繋がって 

       活き活きかさど ー 

① 企画と会議 

・開催コンセプトの提案 

・地域住民の参加30％拡大を 

 目標に設定 

・各自治会・専門部・関係団体の参加 

・全世代楽しめるブースの開設 

② 関係部門へ依頼／整合 

・開催コンセプトの整合 

・関係部門の担当解説ブースの調整 

・ブースの出店内容の整合 

・日程と準備段取りの整合（予算含む） 

⑤ 反省会 

・参加団体へ事後アンケート 

・来場者数の集計や売上整理 

・協賛と反省会 

③ 全参加部門計画内容と準備 

・出店ブースのレイアウトとテント手配 

・出店材用と備品の段取り 

・本番へ向けた準備と段取り整合 

④ 開催日 本番 

・当日の開催準備 

・ブース運営、全体の管理 

・後片付け 

⑥ 新たなフラワーパークフェスタへ 

・反省を活かした建設的改善 

・既存企画のブラッシュアップ 

・新規チャレンジ項目のプロジェクト推進 

 老若男女問わず楽し

める企画が多く、出店も

充実しており、とても満

足した1日でした！ 

佐野良孝 会長 


